
図－３　高サイクル熱疲労割れに係る対策工事

工事概要

　国内外ＰＷＲプラントにおける高サイクル熱疲労割れ事象（温度ゆらぎによる熱疲労）を踏ま
え、２系列ある充てん配管のうち、使用していない系列の充てん配管、隔離弁などを撤去した。
 　＊：使用していない系列の充てん配管において、隔離弁のシートリークにより洩れ出た低温水（滞留した水）が高温水側
　　　  に流入し、高温水と低温水の境界が変動することにより熱疲労が発生する可能性がある
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切断範囲長さ　：　約２５ｍ
配管径　　　　　：　３Ｂ（外径約９ｃｍ）
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